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▲バレーボールの全日本中学生選抜に選出
され報告する鈴木さんと成田さん

全国選抜チームでの活躍を期待 ●鷹巣中・鈴木選手と鷹巣南中・中田選手

▲約 160 人が参加し、親睦を深めた第 24回
東京鷹巣会

ふるさと談義などで親睦深める ●第24回東京鷹巣会・総会

▲オープニングを飾った「鷹巣中央保育
園・鷹巣東保育園」の園児たち

偉大な作曲家の残した曲を歌い継ぐ ●第６回浜辺の歌音楽祭

▲消防団や地域住民が有事に備え火災想定
訓練を実施

消したはず  決めつけないで  もう一度 ●秋の火災予防運動・火災想定訓練

▲約 130 人が参加し、親睦を深めた第 25回
東京ふるさと森吉会

ふるさとの話題や料理で交流 ●第25回東京ふるさと森吉会・総会

▲手作りの郷土料理で交流が行われた第４
回ふるさと料理の会収穫祭

郷土料理で収穫の秋を満喫 ●第４回ふるさと料理の会収穫祭

広報きたあきた　２３．12．１ 広報きたあきた　２３．12．１

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
全
日
本
中
学
生
選
抜
海
外

遠
征
メ
ン
バ
ー
に
選
ば
れ
た
鈴
木
祐
貴
さ
ん

（
鷹
巣
中
２
年
）
と
中
田
紫
乃
さ
ん
（
鷹
巣
南

中
２
年
）
が
10
月
28
日
、
市
役
所
を
訪
れ
、
虻

川
副
市
長
に
日
韓
交
流
戦（
11
月
１
日
〜
13
日
）

へ
の
出
場
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

報
告
を
受
け
て
虻
川
副
市
長
は
「
北
秋
田

市
の
代
表
と
い
う
こ
と
で
精
一
杯
活
躍
し
て

き
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
楽
し
ん

で
思
い
っ
き
り
頑
張
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
」

と
お
祝
い
と
激
励
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
鈴
木
さ
ん
は
身
長
１
９
８
・
７
㎝
、
中
田

さ
ん
は
１
７
７
㎝
と
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

選
手
。
鈴
木
さ
ん
は
身
長
が
高
い
の
で
高
さ

を
生
か
し
た
プ
レ
ー
、
中
田
さ
ん
は
ス
パ
イ

ク
だ
け
な
く
レ
シ
ー
ブ
も
で
き
る
の
が
そ
れ

ぞ
れ
の
持
ち
味
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
第
４
回
ふ
る
さ
と
料
理
の
会
収
穫
祭
（
加
賀

マ
リ
子
実
行
委
員
長
）
が
11
月
12
日
、
森
吉
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
市
内
外
か

ら
の
参
加
者
が
、
バ
イ
キ
ン
グ
形
式
で
の
郷
土

料
理
と
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　

収
穫
祭
は
、
地
域
の
郷
土
料
理
や
家
庭
料

理
な
ど
を
持
ち
寄
り
、
食
を
通
じ
た
交
流
、

郷
土
料
理
の
再
発
見
と
継
承
を
目
的
と
し
て

開
か
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
は
、
三
種
町

や
大
館
市
か
ら
の
参
加
を
含
め
約
70
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
も
ち
っ
こ
バ
イ
キ
ン
グ
と
し
て
、

ご
ま
餅
、
き
な
こ
餅
、
あ
ん
こ
餅
、
雑
煮
餅
、

お
ろ
し
餅
、
納
豆
餅
の
他
、
お
で
ん
や
漬
け
物
、

デ
ザ
ー
ト
の
果
物
な
ど
が
用
意
さ
れ
、
参
加
者

は
、
心
を
こ
め
た
手
作
り
の
郷
土
料
理
に
感
心

し
な
が
ら
一
品
ず
つ
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
第
25
回
東
京
ふ
る
さ
と
森
吉
会
（
奥
田
庄

一
郎
会
長
）
総
会
が
11
月
６
日
、ア
ル
カ
デ
ィ

ア
市
ヶ
谷
（
東
京
都
千
代
田
区
）
で
開
か
れ
、

会
員
な
ど
約
１
３
０
人
が
参
加
し
、
ふ
る
さ

と
の
話
題
な
ど
で
旧
交
を
深
め
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
津
谷
市
長
は
「
ふ
る
さ
と
懇
談

会
」
で
、
北
秋
田
市
を
取
り
巻
く
状
況
を
報

告
し
な
が
ら
「
25
回
目
の
開
催
と
な
り
、
こ

れ
ま
で
の
会
員
の
み
な
さ
ま
の
努
力
に
感
謝

す
る
と
と
も
に
、
い
つ
で
も
喜
ん
で
帰
っ
て

来
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
し

て
い
き
た
い
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
交
流
会
で
は
、
参
加
者
が
各
テ
ー
ブ
ル
を

回
り
、
旧
友
や
知
人
と
の
懐
か
し
い
昔
話
、

ふ
る
さ
と
談
義
に
花
を
咲
か
せ
、
ゲ
ー
ム
な

ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　
秋
の
火
災
予
防
運
動
に
と
も
な
う
火
災
想
定

訓
練
が
11
月
６
日
、
市
内
各
地
区
４
か
所
で
行

わ
れ
、
市
民
や
消
防
団
員
ら
が
、
有
事
に
備
え

て
本
番
さ
な
が
ら
の
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
合
川
地
区
の
訓
練
に
は
、
合
川
地
区
の
消

防
団
５
分
団
約
１
５
０
人
及
び
消
防
本
部
職

員
と
地
区
住
民
ら
約
５
０
人
が
参
加
。
地
震

と
と
も
に
火
災
が
発
生
し
た
と
想
定
し
て
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。開
始
が
告
げ
ら
れ
る
と
、

は
じ
め
に
住
民
が
集
会
施
設
へ
避
難
訓
練
を

実
施
。
続
い
て
火
災
想
定
で
は
団
員
ら
が
き

び
き
び
と
し
た
動
き
で
、
集
落
内
の
防
火
水

槽
か
ら
次
々
と
ホ
ー
ス
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て

放
水
。
住
民
の
み
な
さ
ん
も
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー

な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
こ
の
後
、
消
防

署
員
が
参
加
者
に
消
火
栓
や
消
火
器
の
取
扱

方
法
を
説
明
し
、
有
事
に
備
え
ま
し
た
。

　
第
６
回
浜
辺
の
歌
音
楽
祭
が
11
月
３
日
、

市
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
、
市
内
の
保
育
園

児
や
小
中
学
生
、
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
が
成

田
為
三
の
楽
曲
や
趣
向
を
凝
ら
し
た
合
唱
曲

を
発
表
し
、
美
し
い
歌
声
を
響
か
せ
ま
し
た
。 

　
同
音
楽
祭
は
、「
浜
辺
の
歌
」
を
は
じ
め
、

優
れ
た
童
謡
や
歌
曲
な
ど
を
数
多
く
作
曲
し
、

日
本
を
代
表
す
る
作
曲
家
と
し
て
知
ら
れ
る

米
内
沢
出
身
の
成
田
為
三
を
顕
彰
す
る
と
と

も
に
、
歌
声
の
あ
ふ
れ
る
活
気
あ
る
ま
ち
づ

く
り
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
記
念
演
奏
で
は
、
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
佐
藤

容
子
さ
ん
、
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
佐
藤
寛

子
さ
ん
、
ピ
ア
ノ
の
前
田
拓
郎
さ
ん
が
、
為

三
の
曲
を
披
露
。
美
し
い
旋
律
と
歌
声
で
そ

の
魅
力
を
存
分
に
伝
え
ま
し
た
。 

　
第
24
回
東
京
鷹
巣
会
（
菊
地
靖
孝
会
長
）
の

総
会
・
懇
親
会
が
10
月
30
日
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン

ド
パ
レ
ス
（
東
京
都
千
代
田
区
）
で
開
か
れ
、

会
員
ら
約
１
６
０
人
が
集
い
、
ふ
る
さ
と
談
義

な
ど
で
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　
同
会
は
、
東
京
七
座
会
、
米
代
会
、
小
猿
部

会
な
ど
鷹
巣
地
区
の
旧
町
村
単
位
７
地
区
の
ふ

る
さ
と
会
を
母
体
に
、
同
郷
人
の
親
睦
と
ふ
る

さ
と
の
応
援
を
目
的
に
昭
和
63
年
10
月
に
結
成

さ
れ
、
今
回
が
24
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
市
か
ら
は
津
谷
市
長
、
長
崎
克
彦
市
議
会
副

議
長
、Ｊ
Ａ
鷹
巣
町
、
北
秋
田
市
鷹
巣
物
産
協
会

の
関
係
者
ら
が
参
加
。
懇
親
会
の
各
テ
ー
ブ
ル

で
は
、
互
い
の
再
会
を
喜
び
な
が
ら
ふ
る
さ
と

談
義
に
花
が
咲
き
、
歌
や
踊
り
な
ど
多
彩
な
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
大
福
引
抽
選
会
な
ど
で
会
場

は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。


